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【研究目的】汎用調味料の一つである食酢はショウジョウバエ誘引作用を有することから、家庭用捕虫器原
料として広く用いられている。食酢醸造に用いられる酢酸菌 Komagataeibacter europaeus の転写制御因子









【実験結果と考察】Kelrp 完全欠損株 (KGMA7110 株[ΔpyrE ΔKelrp::pyrE]) はアミノ酸非添加の最少培地にお
いて著しい生育遅延を示す。生育回復をもたらすアミノ酸を特定するため、初発基質毎に系統別に分類した
20 種の基本アミノ酸をそれぞれ最少培地に添加して KGMA7110 株を培養したところ、KGMA7110 株はメチ
オニン要求性を示した。更に本株は、メチオニンを初発基質として合成される S-アデノシルメチオニン 




同性検索により推定し、KGMA0119 株 (野生株), KGMA7110 株, および Kelrp 部分欠損株 (KGMA7203 株
[ΔpyrE KelrpΔ(397−511)::pyrE]) における上記遺伝子群の発現動態を、定量 RT-PCR により解析した。
KGMA0119 株と比べて KGMA7110 株における SAM 合成酵素遺伝子 metK の転写レベルは著しく減少してい
た一方で、KGMA7203 株では顕著な発現亢進が見られた。また、SPD 排出輸送体遺伝子 mdtI の転写量は、
KGMA7110 株で顕著に減少、KGMA7203 株で上昇していた。続いて上記 3 株間においてポリアミンの細胞
内外における蓄積量を高速液体クロマトグラフィーにより分析した。mdtI の発現動態と一致して、
KGMA7203 株は他 2 株と比較して著量の SPD を細胞外に排出・蓄積した (KGMA0119 株, 9.20 µM; 
KGMA7110 株, 4.61 µM; KGMA7203 株, 13.65 µM)。一方、細胞内 SPD 量に関しては、3 株間で顕著な差




引性は、既知誘引物質および SPD の相乗効果に起因することが考えられた。 
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